
第4回
2023年9月1日（金）～9月3０日（土）

第4回
2023年9月1日（金）～9月3０日（土）

主催：小松商工会議所/協力：小松能美地区農業青年グループ（事務局：石川県南加賀農林総合事務所）主催：小松商工会議所/協力：小松能美地区農業青年グループ（事務局：石川県南加賀農林総合事務所）

 表紙 おみせ DE マルシェ
 ２ 経営支援情報
 3 相談所コーナー／ＩＳＩＣＯ
 4 ＬＯＢＯ調査／雇用情報
 8 小松勧進帳高校野球交流試合開催報告
 9 会議所の動き
 １2 華つうしん
 １3 会員事業所紹介　社会保険労務士事務所 晶

　

小松商工会議所

今

月

の

主

な

内

容

92023
No. 714



お問い合わせ先 小松商工会議所　☎0761-21-3121

経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

相談場所●小松商工会議所  ☎0761-21-3121
ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・各種補助金や支援策に関する経
営相談窓口を設置しています。

【マーケティング・販売促進】
・新商品の販売に取り組みたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労務管理】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。

資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和5年8月20日現在）

（2）

（1,300）

令和5年度（7月
末まで）認定実績

3　件

1,650万円

■マルケイ資金（内コロナ）
　無担保・無保証人
　 2,000万円（1,000万円）
　・利率 1.09％
　・期間 設備10年・運転7年

0　件

0万円

0　件

0万円

■創業者支援融資
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.6％以内
　・期間 7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.85％以内
　・期間 7年（実情に応じ10年）

0　件

0万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.3％以内
　・期間 7年以内

■新型コロナウイルス特別融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.0％以内
　・期間 10年以内

5　件

8,940万円

0　件

0万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率 1.8％以内
　・期間 5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

金融情報

予約制

記帳・税務
相談

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日　時 ： 9月6日（水）
            10：00～16：00
専門家 : 北陸税理士会 小松支部 派遣税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

0件           0万円
創業者分

2件     660万円
女性若者シニア分

7件 2,346万円
零　細　分

小松法律相談センター事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時 ： 9月7日、14日、21日、28日
　　　（毎週木曜日）
　　　13：00～15：50

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

お問合せ（公財）石川県産業創出支援機構 コンサルティング事業部 経営支援課
TEL：076-267-1244　FAX：076-267-3622　Email：keiei@isico.or.jp

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

予約制

全講座オンライン開催 受講料：無料

9/30(土) 10:00～12:0013:00～15:00 10/7(土) 10:00～12:0013:00～15:00 10/14(土) 10:00～12:0013:00～15:00 10/21(土)
10:00～12:00
13:00～15:00 10/28(土)

10:00～12:00
13:00～15:00

申込締切 令和5年9月25日（月）
5回シリーズ 全10講座中6講座以上をライブで受講できる方応募条件

失敗しないための第一歩

オンライン創業塾����

補助金上限額は、記載のないものや、条件によって異なることがありますのでHP等でご確認下さい。
補助金等支援制度のご案内 令和5年8月20日時点

事業再構築補助金
新分野展開や事業転換等の
思い切った事業再構築に取
り組む中小企業者等に費用
の一部を補助

1億円 11次：10/6

事業再構築補助金
事務局

小規模事業者
持続化補助金

販路開拓等の取組み費用を
補助。「賃金引上げ枠」等補
助上限の増額枠あり

50万円
（200万円）

小規模事業者持続化
補助金事務局13次：9/7

14次：12月上旬
15次：3月上旬

石川県事業承継
円滑化補助金

県内企業に蓄積された優れた
技術やノウハウを次世代に引
き継ぎ、安定的な雇用を確
保するため、県内企業が円
滑な事業承継を推進する際
の専門家の活用経費を支援

50万円 令和6年
1/31

公益財団法人石川県
産業創出支援機構

補
　
　
　
　
　
　助
　
　
　
　
　
　金

分類 制　　　度 概　　　要 問　合　せ受付締切補助金上限額

IT導入補助金
（デジタル化基盤
導入類型）

会計・受発注・決済・ＥＣソフ
ト＋ＰＣ・レジ機器等の導入
費用を補助

350万円

サービス等生産性
向上IT導入支援事業  8次：9/11

  9次：10/2
10次：10/16
11次：10/30

ものづくり補助金
革新的なサービス・試作品
の開発や生産プロセス改善
のための設備投資費用の一
部を補助

5,000万円
ものづくり補助金

16次：11/7

石川県DX設備
導入補助金

石川県商工労働部
産業政策課【FS調査枠】

企業の設備・システムの導入
前の可能性調査を支援

9/29
予算がなくな
り次第終了

100万円

石川県商工労働部
産業政策課石川県GX（省エネ・

再エネ）設備
導入支援事業

省エネ・再エネ設備の導入等
により脱炭素化や付加価値
の向上に取り組み、競争力
強化を図る企業を支援

（2次募集）
9/15600万円

イベント詳細はHPをご確認ください。

期間中、参加店舗ではスタンプラリーを開催！

「地元農産品を地元のお店で食べて、地域を応援しよう」をコンセプトに、地元の農家さんと飲食店がタッグを
組みます。開催期間中は、参加各店にて農家さんが生産した農産品を使った特別なメニューを提供する他、
その農産物をそれぞれのお店で購入することができます。

2023年9月1日（金）～ 9月30日（土）
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お問い合わせ先 小松商工会議所　☎0761-21-3121

経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

相談場所●小松商工会議所  ☎0761-21-3121
ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・各種補助金や支援策に関する経
営相談窓口を設置しています。

【マーケティング・販売促進】
・新商品の販売に取り組みたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労務管理】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。

資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和5年8月20日現在）

（2）

（1,300）

令和5年度（7月
末まで）認定実績

3　件

1,650万円

■マルケイ資金（内コロナ）
　無担保・無保証人
　 2,000万円（1,000万円）
　・利率 1.09％
　・期間 設備10年・運転7年

0　件

0万円

0　件

0万円

■創業者支援融資
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.6％以内
　・期間 7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.85％以内
　・期間 7年（実情に応じ10年）

0　件

0万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.3％以内
　・期間 7年以内

■新型コロナウイルス特別融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.0％以内
　・期間 10年以内

5　件

8,940万円

0　件

0万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率 1.8％以内
　・期間 5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

金融情報

予約制

記帳・税務
相談

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日　時 ： 9月6日（水）
            10：00～16：00
専門家 : 北陸税理士会 小松支部 派遣税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）
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☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
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申込締切 令和5年9月25日（月）
5回シリーズ 全10講座中6講座以上をライブで受講できる方応募条件

失敗しないための第一歩

オンライン創業塾����

補助金上限額は、記載のないものや、条件によって異なることがありますのでHP等でご確認下さい。
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「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、持ち直しの一服
感が続き、ほぼ横ばい
先行きは、期待感伺えるも、
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価
高
に
よ

る
日
用
品
等
の
買
い
控
え
へ
の
懸
念
は
継

続
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
の
激
変
緩
和

策
の
段
階
的
縮
小
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は

上
昇
傾
向
に
あ
り
、一層
の
コ
ス
ト
増
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
海
外
経
済
の
鈍
化
に
よ

る
外
需
の
停
滞
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
中

小
企
業
の
先
行
き
は
、
慎
重
な
見
方
が
続

い
て
い
る
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　
北
陸
信
越
は
、
悪
化
。
卸
売
業
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト

増
に
加
え
、
民
間
工
事
の
受
注
減
に
よ
る

影
響
を
受
け
た
建
築
材
料
関
係
を
中
心

に
、
採
算
が
悪
化
し
た
。
物
流
コ
ス
ト
の

増
加
を
、
販
売
価
格
に
な
か
な
か
転
嫁
で

き
な
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
サ
ー
ビ

ス
業
で
は
、
観
光
需
要
は
回
復
し
て
い
る一

方
、
物
価
高
で
地
元
客
の
節
約
志
向
が
高

ま
っ
て
お
り
、
生
活
関
連
の
業
種
を
中
心

に
売
上
・
採
算
が
悪
化
し
た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲9.8

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越
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厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.5％

1.9％

179万人

（前月2.6％）

（1～3月期）

（前月188万人）

1.30倍

1.54倍

0.97倍

（前月1.31倍）

（前月1.47倍）［原数値]

（前月1.03倍）[原数値]

1.71倍 1.80倍 1.39倍 1.48倍 1.16倍

雇
用
情
報

6
月

景況天気予報 LOBO調査

評
議
員
変
更
の

お
知
ら
せ

㈱
平
和
堂

　
　
　ア
ル
プ
ラ
ザ
小
松

　
６
月
16
日
付
人
事
異
動
に
よ

り
、
本
所
評
議
員
に
店
長
の
井
口

欣
也
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

店長
井口  欣也 氏

　
令
和
5
年
8
月
1
日
よ
り
総
務
・
事
業

課
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
、
石
黒
し
の
ぶ

と
申
し
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
で
の
業
務
は
未
経
験
で
す

が
、
実
践
を
積
ん
で
、一日
も
早
く
お
客
様

に
満
足
い
た
だ
け
る
職
員
に
な
る
よ
う
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
職
員
紹
介総務・事業課

石黒  しのぶ

オープニング式典・こまつ姫御前認証式 團十郎芸術劇場うらら大ホール　９時30分～10時15分
どんどん音楽祭 團十郎芸術劇場うらら大ホール　11時00分～14時00分
茶会 團十郎芸術劇場うらら２階会議室　10時00分～16時00分
グルメ横丁・どんどんマーケット 小松駅前市民公園　10時00分～16時00分
「GEMBA モノヅクリエキスポ」PRブース 小松駅前市民公園　10時00分～16時00分
キッチンカーストリート 小松中心商店街　10時00分～16時00分
小松能楽発表会　13時00分～16時30分

今年も秋の市民祭典「小松市どんどんまつり」を開催します。
また、新型コロナウイルスの影響により中止となっていたあんどん行列が5年ぶりに開催され、
色とりどりのあんどんが小松の街中を練り歩きます。皆様ぜひご参加ください。

お問合せ先　小松市どんどんまつり実行委員会
　　　　　　〒923-8566　石川県小松市園町ニ１番地（小松商工会議所内）　TEL：0761-21-3121

スケジュール

●北國とおり町マーケット　　　　　 場所：小松市龍助町ほか
●こまつの杜わくわく秋まつり　　　 場所：こまつの杜わくわくコマツみらい館
●サイエンスヒルズこまつ体験教室　場所：サイエンスヒルズこまつ
●こまつの郷土芸能まつり　　　　　場所：こまつ曳山交流館みよっさ前

7日（土）
18：00～19：30

8日（日）
9：30～16：30

10月7日（土）・ 8日（日）

あんどん行列 芦城公園・小松駅周辺

小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ど
ん
ど
ん
」

市内では他にも
様々なイベント
が開催されます。

健康ドック・健診のご案内

会員事業所の
共済加入者には
最高9,500円
の割引!

　健康ドックは生活習慣病の早期発見に役立つだけでなく日常生活における健
康づくりにおいても大きな成果をあげております。
　従業員の健康は、健全企業のバロメーターです。年に1回は必ず健康診断を
受けましょう。
　『小松商工会議所健康ドック・健診』は、会員サービスや共済加入者への還元
事業として実施しております。

受付期間 2023年12月28日（木）まで
※お早めのご予約をおすすめします！
2024年2月29日（木）まで
やわたメディカルセンター健診センター、
小松ソフィア病院健診センター

受診期間
受診機関 小松商工会議所総務・事業課

TEL: 0761-21-3121
詳しくはHPまで

問い合わせ

小松商工会議所  健康ドック

会員割引
共済加入者
割引あり

生活習慣病を しましょう予防

第47回
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「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、持ち直しの一服
感が続き、ほぼ横ばい
先行きは、期待感伺えるも、
コスト増への懸念続く

●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

　
▲
9
．8（
前
月
比
▲
0
．9
ポ
イ
ン
ト
）

　
製
造
業
で
は
、
国
内
の
設
備
投
資
が
堅

調
に
推
移
す
る
ほ
か
、
挽
回
生
産
が
進
む

自
動
車
関
連
が
牽
引
し
、
改
善
し
た
。一

方
で
、
建
設
業
で
は
、
建
設
資
材
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
に
よ
る
コ
ス
ト

負
担
増
で
悪
化
と
な
っ
た
。
ま
た
、
小
売

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
個
人
消
費
に一服

感
が
見
ら
れ
る
中
、
天
候
不
順
に
よ
る
客

足
の
減
少
が
重
な
り
、
悪
化
し
た
。
卸
売

業
で
も
、
輸
送
費
の
高
騰
に
加
え
、
小
売

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
の
引
き
合
い
が
減

少
し
、
悪
化
し
た
。
経
済
活
動
は
回
復
基

調
が
続
き
、
価
格
転
嫁
も一部
で
は
進
捗
が

見
ら
れ
る
が
、
労
務
費
・
販
管
費
の
上
昇

分
ま
で
の
十
分
な
価
格
転
嫁
は
行
え
て
い

な
い
。
ま
た
、
需
要
増
に
伴
う
人
手
不
足

も
深
刻
化
し
て
お
り
、
中
小
企
業
の
業
況

は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
足
踏
み
し
て
い
る
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

　
▲
12
．5（
今
月
比
▲
2
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ポ
イ
ン
ト
）

　
夏
休
み
需
要
の
本
格
化
を
控
え
、
個
人

消
費
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
さ
ら
な
る

拡
大
へ
の
期
待
感
が
伺
え
る
。一方
、
需
要

増
に
対
す
る
人
手
不
足
や
、
物
価
高
に
よ

る
日
用
品
等
の
買
い
控
え
へ
の
懸
念
は
継

続
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
の
激
変
緩
和

策
の
段
階
的
縮
小
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は

上
昇
傾
向
に
あ
り
、一層
の
コ
ス
ト
増
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
海
外
経
済
の
鈍
化
に
よ

る
外
需
の
停
滞
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
中

小
企
業
の
先
行
き
は
、
慎
重
な
見
方
が
続

い
て
い
る
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　
北
陸
信
越
は
、
悪
化
。
卸
売
業
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト

増
に
加
え
、
民
間
工
事
の
受
注
減
に
よ
る

影
響
を
受
け
た
建
築
材
料
関
係
を
中
心

に
、
採
算
が
悪
化
し
た
。
物
流
コ
ス
ト
の

増
加
を
、
販
売
価
格
に
な
か
な
か
転
嫁
で

き
な
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
サ
ー
ビ

ス
業
で
は
、
観
光
需
要
は
回
復
し
て
い
る一

方
、
物
価
高
で
地
元
客
の
節
約
志
向
が
高

ま
っ
て
お
り
、
生
活
関
連
の
業
種
を
中
心

に
売
上
・
採
算
が
悪
化
し
た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲9.8

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25
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北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越
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厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.5％

1.9％

179万人

（前月2.6％）

（1～3月期）

（前月188万人）

1.30倍

1.54倍

0.97倍

（前月1.31倍）

（前月1.47倍）［原数値]

（前月1.03倍）[原数値]

1.71倍 1.80倍 1.39倍 1.48倍 1.16倍

雇
用
情
報

6
月

景況天気予報 LOBO調査

評
議
員
変
更
の

お
知
ら
せ

㈱
平
和
堂

　
　
　ア
ル
プ
ラ
ザ
小
松

　
６
月
16
日
付
人
事
異
動
に
よ

り
、
本
所
評
議
員
に
店
長
の
井
口

欣
也
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

店長
井口  欣也 氏

　
令
和
5
年
8
月
1
日
よ
り
総
務
・
事
業

課
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
、
石
黒
し
の
ぶ

と
申
し
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
で
の
業
務
は
未
経
験
で
す

が
、
実
践
を
積
ん
で
、一日
も
早
く
お
客
様

に
満
足
い
た
だ
け
る
職
員
に
な
る
よ
う
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
職
員
紹
介総務・事業課

石黒  しのぶ

オープニング式典・こまつ姫御前認証式 團十郎芸術劇場うらら大ホール　９時30分～10時15分
どんどん音楽祭 團十郎芸術劇場うらら大ホール　11時00分～14時00分
茶会 團十郎芸術劇場うらら２階会議室　10時00分～16時00分
グルメ横丁・どんどんマーケット 小松駅前市民公園　10時00分～16時00分
「GEMBA モノヅクリエキスポ」PRブース 小松駅前市民公園　10時00分～16時00分
キッチンカーストリート 小松中心商店街　10時00分～16時00分
小松能楽発表会　13時00分～16時30分

今年も秋の市民祭典「小松市どんどんまつり」を開催します。
また、新型コロナウイルスの影響により中止となっていたあんどん行列が5年ぶりに開催され、
色とりどりのあんどんが小松の街中を練り歩きます。皆様ぜひご参加ください。

お問合せ先　小松市どんどんまつり実行委員会
　　　　　　〒923-8566　石川県小松市園町ニ１番地（小松商工会議所内）　TEL：0761-21-3121

スケジュール

●北國とおり町マーケット　　　　　 場所：小松市龍助町ほか
●こまつの杜わくわく秋まつり　　　 場所：こまつの杜わくわくコマツみらい館
●サイエンスヒルズこまつ体験教室　場所：サイエンスヒルズこまつ
●こまつの郷土芸能まつり　　　　　場所：こまつ曳山交流館みよっさ前

7日（土）
18：00～19：30

8日（日）
9：30～16：30

10月7日（土）・ 8日（日）

あんどん行列 芦城公園・小松駅周辺

小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ど
ん
ど
ん
」

市内では他にも
様々なイベント
が開催されます。

健康ドック・健診のご案内

会員事業所の
共済加入者には
最高9,500円
の割引!

　健康ドックは生活習慣病の早期発見に役立つだけでなく日常生活における健
康づくりにおいても大きな成果をあげております。
　従業員の健康は、健全企業のバロメーターです。年に1回は必ず健康診断を
受けましょう。
　『小松商工会議所健康ドック・健診』は、会員サービスや共済加入者への還元
事業として実施しております。

受付期間 2023年12月28日（木）まで
※お早めのご予約をおすすめします！
2024年2月29日（木）まで
やわたメディカルセンター健診センター、
小松ソフィア病院健診センター

受診期間
受診機関 小松商工会議所総務・事業課

TEL: 0761-21-3121
詳しくはHPまで

問い合わせ

小松商工会議所  健康ドック

会員割引
共済加入者
割引あり

生活習慣病を しましょう予防

第47回
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■南加賀商工観光推進協議会事務局（小松商工会議所内）
〒923-8566   小松市園町ニ１
TEL: 0761-21-3121   FAX: 0761-21-3120
小松商工会議所HP：https://komatsu-cci.or.jp/post_service/5072

九谷焼・山中漆器
「器」購入支援（助成金）のご案内

南加賀商工観光推進協議会からのお知らせ

支援対象
企業･団体　

　南加賀地域の伝統工芸品の利活用普及拡大とおもてなし向上を目的に、
南加賀の商工会議所・商工会の会員企業並びに南加賀地域グルメ協議会に
参加の地域グルメ団体・加盟店に対して、九谷焼・山中漆器「器」購入費の一
部を助成します。

南加賀の商工会議所・商工会の会員企業
「南加賀地域グルメ協議会」に参加の地域グルメ団体並びに加盟店

助成金の額 購入経費（消費税含む）の1／ 2（上限2万円、1円未満切捨）を助成。

採択件数 20件程度　※申込み先着順

募集締切 令和6年3月末　※採択数に達した場合は、その時点で締め切らせて頂き
ますのでご了承下さい。

その他支援条件 令和5年4月～令和6年3月末迄に購入されたものに対し、期間内1企業･
団体につき1回の支援とする。
この支援金以外の支援金・補助金と重複して交付しないものとする。

申込み方法 助成を受けようとする方は、「九谷焼・山中漆器「器」購入支援申請書」（小
松商工会議所HPよりダウンロードもしくは協議会事務局までご連絡）を
ご記入の上、証拠書類（請求書・領収書の写し）を添付し協議会事務局ま
でご提出下さい。

事前審査・
お問合せについて　

これから購入予定の方は支援対象の可否を事前に確認するため、「事前審
査願」（小松商工会議所HPよりダウンロードもしくは協議会事務局まで
ご連絡）に「見積書」を添付してご提出ください。その他、ご不明な点が
ありましたら下記事務局までお問合せください。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

支援対象商品 南加賀で新規に生産される九谷焼並びに山中漆器の器（食器・贈答用）。
石川県陶磁器商工業協同組合、石川県九谷窯元工業協同組合、九谷焼上
絵協同組合、小松九谷工業協同組合、加賀九谷陶磁器協同組合、山中漆
器連合協同組合の組合員の事業所で新規に生産される｢九谷焼｣｢山中漆
器｣の器（食器・贈答用）。
その他、九谷焼・山中漆器の器で協議会が認めたもの。

九谷焼・山中漆器　器購入支援

■ご加入手続、詳しいお問合せは　小松商工会議所 総務･事業課 生命共済担当まで TEL 0761-21-3121

9月は加入促進強化月間実施中！ この機会に是非ご加入をお待ちしております。

　生命共済制度は、毎年5月末に1年間の収支決算を行い、余剰金があった場合は配当金としてお支払いして
おります。令和4年度は、利益配当率、支払保険金・給付金につきまして、下記のとおりとなりました。（令和5年
9月上旬送金予定。）

　生命共済制度は、毎年5月末に1年間の収支決算を行い、余剰金があった場合は配当金としてお支払いして
おります。令和4年度は、利益配当率、支払保険金・給付金につきまして、下記のとおりとなりました。（令和5年
9月上旬送金予定。）

令和4年度
利益配当率 約24.85％（約173円）令和4年度
利益配当率 約24.85％（約173円）
1口加入時   700円×12ヶ月×24.85％（配当率）＝2,087円
（例）令和4年6月分から会員共済掛金をお支払いただいている場合の利益配当金

生命共済保険金・
給付金支払状況

総額 4,305,200円
令和4年度（令和4年6月～令和5年5月）

死亡保険金 5件 3,500,000円
災害保険金 0件     0円
高度障害保険金 0件     0円
入院給付金   4件 205,200円
ガン入院一時金 18件 440,000円
6大生活習慣病一時金 10件 160,000円

見舞金・祝金支払状況

総額 1,270,000円
令和4年度（令和4年4月～令和5年3月）

病気入院見舞金（5日以上） 24件 155,000円
災害通院見舞金（5回以上） 13件 125,000円
結婚祝金 11件 110,000円
出産祝金 21件 295,000円
小中学校入学祝金 58件 585,000円

保険年齢61歳～65歳 男性 約29.55％ 女性 約25.37％
保険年齢66歳～70歳 男性 約32.15％ 女性 約27.31％
保険年齢71歳（継続のみ） 男性 約33.61％ 女性 約29.46％
保険年齢72歳（継続のみ） 男性 約34.07％ 女性 約30.15％
保険年齢73歳（継続のみ） 男性 約34.65％ 女性 約30.91％
保険年齢74歳（継続のみ） 男性 約35.18％ 女性 約31.62％
保険年齢75歳（継続のみ） 男性 約35.68％ 女性 約32.26％

保険年齢15歳～60歳の場合 （保険料1口  700円／1ヶ月当たりの配当金額）

保険年齢61歳～74歳の場合

生命共済利益配当金お支払いのご案内生命共済利益配当金お支払いのご案内
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■南加賀商工観光推進協議会事務局（小松商工会議所内）
〒923-8566   小松市園町ニ１
TEL: 0761-21-3121   FAX: 0761-21-3120
小松商工会議所HP：https://komatsu-cci.or.jp/post_service/5072

九谷焼・山中漆器
「器」購入支援（助成金）のご案内

南加賀商工観光推進協議会からのお知らせ

支援対象
企業･団体　

　南加賀地域の伝統工芸品の利活用普及拡大とおもてなし向上を目的に、
南加賀の商工会議所・商工会の会員企業並びに南加賀地域グルメ協議会に
参加の地域グルメ団体・加盟店に対して、九谷焼・山中漆器「器」購入費の一
部を助成します。

南加賀の商工会議所・商工会の会員企業
「南加賀地域グルメ協議会」に参加の地域グルメ団体並びに加盟店

助成金の額 購入経費（消費税含む）の1／ 2（上限2万円、1円未満切捨）を助成。

採択件数 20件程度　※申込み先着順

募集締切 令和6年3月末　※採択数に達した場合は、その時点で締め切らせて頂き
ますのでご了承下さい。

その他支援条件 令和5年4月～令和6年3月末迄に購入されたものに対し、期間内1企業･
団体につき1回の支援とする。
この支援金以外の支援金・補助金と重複して交付しないものとする。

申込み方法 助成を受けようとする方は、「九谷焼・山中漆器「器」購入支援申請書」（小
松商工会議所HPよりダウンロードもしくは協議会事務局までご連絡）を
ご記入の上、証拠書類（請求書・領収書の写し）を添付し協議会事務局ま
でご提出下さい。

事前審査・
お問合せについて　

これから購入予定の方は支援対象の可否を事前に確認するため、「事前審
査願」（小松商工会議所HPよりダウンロードもしくは協議会事務局まで
ご連絡）に「見積書」を添付してご提出ください。その他、ご不明な点が
ありましたら下記事務局までお問合せください。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

支援対象商品 南加賀で新規に生産される九谷焼並びに山中漆器の器（食器・贈答用）。
石川県陶磁器商工業協同組合、石川県九谷窯元工業協同組合、九谷焼上
絵協同組合、小松九谷工業協同組合、加賀九谷陶磁器協同組合、山中漆
器連合協同組合の組合員の事業所で新規に生産される｢九谷焼｣｢山中漆
器｣の器（食器・贈答用）。
その他、九谷焼・山中漆器の器で協議会が認めたもの。

九谷焼・山中漆器　器購入支援

■ご加入手続、詳しいお問合せは　小松商工会議所 総務･事業課 生命共済担当まで TEL 0761-21-3121

9月は加入促進強化月間実施中！ この機会に是非ご加入をお待ちしております。

　生命共済制度は、毎年5月末に1年間の収支決算を行い、余剰金があった場合は配当金としてお支払いして
おります。令和4年度は、利益配当率、支払保険金・給付金につきまして、下記のとおりとなりました。（令和5年
9月上旬送金予定。）

　生命共済制度は、毎年5月末に1年間の収支決算を行い、余剰金があった場合は配当金としてお支払いして
おります。令和4年度は、利益配当率、支払保険金・給付金につきまして、下記のとおりとなりました。（令和5年
9月上旬送金予定。）

令和4年度
利益配当率 約24.85％（約173円）令和4年度
利益配当率 約24.85％（約173円）
1口加入時   700円×12ヶ月×24.85％（配当率）＝2,087円
（例）令和4年6月分から会員共済掛金をお支払いただいている場合の利益配当金

生命共済保険金・
給付金支払状況

総額 4,305,200円
令和4年度（令和4年6月～令和5年5月）

死亡保険金 5件 3,500,000円
災害保険金 0件     0円
高度障害保険金 0件     0円
入院給付金   4件 205,200円
ガン入院一時金 18件 440,000円
6大生活習慣病一時金 10件 160,000円

見舞金・祝金支払状況

総額 1,270,000円
令和4年度（令和4年4月～令和5年3月）

病気入院見舞金（5日以上） 24件 155,000円
災害通院見舞金（5回以上） 13件 125,000円
結婚祝金 11件 110,000円
出産祝金 21件 295,000円
小中学校入学祝金 58件 585,000円

保険年齢61歳～65歳 男性 約29.55％ 女性 約25.37％
保険年齢66歳～70歳 男性 約32.15％ 女性 約27.31％
保険年齢71歳（継続のみ） 男性 約33.61％ 女性 約29.46％
保険年齢72歳（継続のみ） 男性 約34.07％ 女性 約30.15％
保険年齢73歳（継続のみ） 男性 約34.65％ 女性 約30.91％
保険年齢74歳（継続のみ） 男性 約35.18％ 女性 約31.62％
保険年齢75歳（継続のみ） 男性 約35.68％ 女性 約32.26％

保険年齢15歳～60歳の場合 （保険料1口  700円／1ヶ月当たりの配当金額）

保険年齢61歳～74歳の場合

生命共済利益配当金お支払いのご案内生命共済利益配当金お支払いのご案内
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会議所の動き

日本商工会議所青年部第318回役員会・諸会議 7/217/21

議案説明事業計画承認の御礼交流会での全国大会PR

　7
月
21
日（
金
）、日
本
商
工
会
議
所
青
年
部（
日
本
Y
E
G
）

で
は
、小
松
市
に
お
い
て
第
3
1
8
回
役
員
会・諸
会
議
を
開
催

し
、全
国
各
地
か
ら
約
4
0
0
名
の
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
が
集
結
。

石
川
県
で
初
め
て
の
開
催
と
な
る「
第
43
回
全
国
大
会
加
賀
能

登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
」の
事
業
計
画・収
支
予
算
案
の
議

案
が
審
議
さ
れ
、可
決
承
認
さ
れ
た
。

　
本
会
議
は
、サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、

参
加
者
の
受
付
で
は
、デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
目
的
に
、Q
R
コ
ー
ド

を
利
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
チ
ェッ
ク
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
兼
ね

て
実
施
。
日
本
Y
E
G
と
小
松
Y
E
G
が
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
取
り
組
み
、今
後
の
さ
ら
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
に
つ
な
げ
る
機
会

と
し
た
。

　
冒
頭
の
開
会
式
で
は
、日
本
Y
E
G
木
村
麻
子
会
長
、小
松
Y
E
G

金
子
哲
也
会
長
が
挨
拶
し
、役
員
会
で
は
数
々
の
日
本
Y
E
G
主
要

事
業
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。
石
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連

合
が
主
管
す
る
第
43
回
全
国
大
会
の
議
案
審
議
の
際
に
は
、県
内
の

６
単
会
よ
り
70
名
を
超
え
る
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
が
参
加
。
役
員
ら
に

対
し
て
事
業
計
画
承
認
の
御
礼
を
行
い
、全
国
大
会
の
成
功
に
向

け
、今
後
、よ
り一層
団
結
し
て
準
備
を
推
進
し
て
い
く
姿
勢
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

　
役
員
会
に
合
わ
せ
て
、日
本
Y
E
G
の
9
委
員
会
や
各
ブ
ロ
ッ
ク
別

会
議
等
も
開
催
さ
れ
、諸
会
議
後
の
交
流
会
で
は
、約
3
5
0
名
が

石
川
や
小
松
の
食
と
文
化
に
触
れ
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
。

　
第
43
回
全
国
大
会
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
は
、令
和

6
年
3
月
13
日
〜
17
日
の
5
日
間
の
日
程
で
小
松
市
を
中
心
と
す
る

石
川
県
内
各
所
に
お
い
て
、諸
会
議
・
会
員
総
会
を
は
じ
め
、大
交
流

会
、
記
念
式
典
、
記
念
講
演
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
、
物
産
展
、
分
科

会
、エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で
、様
々
な
事
業
が
開
催
さ
れ
、

初
め
て
と
な
る
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、本

大
会
に
先
立
ち
、本
年
10
月
に
は
、珠
洲
市
を
主
会
場
に
S
U
Z
U

特
別
分
科
会
と
し
て
、海
外
の
青
年
経
済
人
参
加
の
も
と
、奥
能
登

地
域
の
自
然
景
観
や
育
ま
れ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、芸
術
・
文
化
等

を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
交
流
事
業
が
行
わ
れ
る
。

県
内
初
開
催
と
な
る「
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
43
回
全
国
大
会
」の

事
業
計
画
を
承
認

小松商業高校企業実習 7/25～277/25～27 産業政策委員会 7/257/25

講師の福岡明夫氏説明を受ける委員業務の様子 小松商業高等学校企業実習生

　本
所
で
は
、石
川
県
立
小
松
商
業
高
等
学
校
よ
り
西
田
咲（
ニ
シ
タ

サ
ク
）さ
ん
、藤
田
煌
理（
フ
ジ
タ
キ
ラ
リ
）さ
ん
、吉
岡
姫
星（
ヨ
シ
オ

カ
ヒ
メ
ホ
）さ
ん
の
3
名
の
企
業
実
習
生
を
受
入
れ
た
。実
習
生
は
当

所
職
員
と
共
に
受
付
業
務
や
書
類
整
理
、パ
ソ
コ
ン
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
等
の
業
務
を
行
っ
た
。

　
同
校
の
企
業
実
習
は
、早
期
の
職
業
観
・
勤
労
観
の
醸
成
と
生
徒
の
学
習

意
欲
の
喚
起
を
目
的
と
し
て
お
り
、昭
和
61
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
実
習
生
3
名
は「
3
日
間
の
企
業
実
習
を
通
し
て
普
段
で
は
感
じ
る
こ
と

が
出
来
な
い
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
・
大
変
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
」、「
社
会
人
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
、仕
事
を
す
る
大

変
さ
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
」、「
様
々
な
仕
事
が
あ
り
と

て
も
大
変
で
し
た
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
時
に
は
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
」と
3
日
間
の
実
習
を
振
り
返
っ
た
。

　
期
間
中
、あ
た
た
か
い
お
声
が
け
を
頂
い
た
会
員
の
皆
様
に
は
、お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）で
は

㈱一期
大
福 

代
表
取
締
役
の
福
岡
明
夫
氏
を
講
師
に

招
き
、「
C
h
a
t
G
P
T
の
業
務
活
用
法（
活
用
事

例
な
ど
）〜
自
社
導
入
の
進
め
方
〜
」と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
し
た
。

　
福
岡
氏
は
、C
h
a
t
G
P
T
の
使
い
方
や
経
営
で
の

活
用
事
例
、Ａ
Ｉ
と
の
良
い
会
話
を
行
う
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、石
川
県
が
策
定
し
た

C
h
a
t
G
P
T
を
は
じ
め
と
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
す

る
う
え
で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
紹
介
し
、使
用
上
の
留
意

点
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

　
出
席
し
た
委
員
か
ら
は
、C
h
a
t
G
P
T
を
自
企
業

で
活
用
す
る
た
め
の
質
問
が
あ
っ
た
。

小
松
商
業
高
校
企
業
実
習
受
入
れ

話
題
の
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学
ぶ

　8
月
19
日
、
20
日
に
弁
慶
ス
タ
ジ
ア
ム

と
小
松
工
業
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
6
回

小
松
勧
進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合（
主
催
：

石
川
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
・
小
松
勧
進
帳

カ
ッ
プ
実
行
委
員
会
）を
開
催
し
、
市
内
6

校
と
招
待
校
の
群
馬
県
の
高
崎
健
康
福
祉

大
学
高
崎
高
校（
以
下
、
健
大
高
崎
）が
対

戦
し
た
。

　
本
交
流
試
合
は
小
松
の
高
校
野
球
の
競

技
力
向
上
と
と
も
に
、
野
球
の
普
及
振
興
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
増
加
や

地
域
産
業
の
活
性
化
を
目
的
に
開
催
。

　
今
回
の
交
流
試
合
は
4
年
ぶ
り
の
通
常

開
催
と
な
り
、
健
大
高
崎
に
お
い
て
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
3
年
間
来
市
が
か
な
わ
ず

よ
う
や
く
の
交
流
実
現
と
な
っ
た
。

　
開
会
式
で
は
、
本
所
会
頭
の
西
正
次
実
行

委
員
会
会
長
が「
待
ち
に
待
っ
た
こ
の
交
流

試
合
を
通
じ
て
、
全
力
プ
レ
ー
の
中
で
一
層

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
。」と
あ
い
さ
つ

し
、
越
田
幸
宏
副
市
長
が
激
励
し
た
。

　
１
、
2
年
生
の
新
チ
ー
ム
で
臨
ん
だ
地

元
の
球
児
は
、
競
合
を
相
手
に
白
熱
の
試

合
を
繰
り
広
げ
た
。

　
会
場
に
は
各
高
校
Ｏ
Ｂ
の
方
を
は
じ
め
、

学
童
野
球
の
児
童
、
健
大
高
崎
の
保
護
者

の
ほ
か
、
野
球
フ
ァ
ン
ら
が
観
戦
に
集
ま

り
声
援
や
拍
手
を
お
く
っ
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
西
会
長
が
健
大
高
崎
の

選
手
に
記
念
品
と
し
て
九
谷
焼
の
花
器
と

小
松
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
手
渡
し
、
箱
山
遥

人
主
将
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
地
元
の
優
秀
校
を
た
た
え
る
金
賞
は
小

松
明
峰
高
校
が
初
め
て
獲
得
。
銀
賞
に
は

小
松
高
校
が
輝
き
、
そ
れ
ぞ
れ
九
谷
焼
の

金
杯
、
銀
杯
が
贈
ら
れ
た
。

　
交
流
試
合
の
結
果
は
左
の
と
お
り
。

小
松
市
内
6
校

　
　
　強
豪
健
大
高
崎
高
校
と

〜
第
6
回
小
松
勧
進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合
開
催
〜

8/19(土)
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会議所の動き

日本商工会議所青年部第318回役員会・諸会議 7/217/21

議案説明事業計画承認の御礼交流会での全国大会PR

　7
月
21
日（
金
）、日
本
商
工
会
議
所
青
年
部（
日
本
Y
E
G
）

で
は
、小
松
市
に
お
い
て
第
3
1
8
回
役
員
会・諸
会
議
を
開
催

し
、全
国
各
地
か
ら
約
4
0
0
名
の
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
が
集
結
。

石
川
県
で
初
め
て
の
開
催
と
な
る「
第
43
回
全
国
大
会
加
賀
能

登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
」の
事
業
計
画・収
支
予
算
案
の
議

案
が
審
議
さ
れ
、可
決
承
認
さ
れ
た
。

　
本
会
議
は
、サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、

参
加
者
の
受
付
で
は
、デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
目
的
に
、Q
R
コ
ー
ド

を
利
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
チ
ェッ
ク
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
兼
ね

て
実
施
。
日
本
Y
E
G
と
小
松
Y
E
G
が
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
取
り
組
み
、今
後
の
さ
ら
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
に
つ
な
げ
る
機
会

と
し
た
。

　
冒
頭
の
開
会
式
で
は
、日
本
Y
E
G
木
村
麻
子
会
長
、小
松
Y
E
G

金
子
哲
也
会
長
が
挨
拶
し
、役
員
会
で
は
数
々
の
日
本
Y
E
G
主
要

事
業
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。
石
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連

合
が
主
管
す
る
第
43
回
全
国
大
会
の
議
案
審
議
の
際
に
は
、県
内
の

６
単
会
よ
り
70
名
を
超
え
る
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
が
参
加
。
役
員
ら
に

対
し
て
事
業
計
画
承
認
の
御
礼
を
行
い
、全
国
大
会
の
成
功
に
向

け
、今
後
、よ
り一層
団
結
し
て
準
備
を
推
進
し
て
い
く
姿
勢
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

　
役
員
会
に
合
わ
せ
て
、日
本
Y
E
G
の
9
委
員
会
や
各
ブ
ロ
ッ
ク
別

会
議
等
も
開
催
さ
れ
、諸
会
議
後
の
交
流
会
で
は
、約
3
5
0
名
が

石
川
や
小
松
の
食
と
文
化
に
触
れ
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
。

　
第
43
回
全
国
大
会
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
は
、令
和

6
年
3
月
13
日
〜
17
日
の
5
日
間
の
日
程
で
小
松
市
を
中
心
と
す
る

石
川
県
内
各
所
に
お
い
て
、諸
会
議
・
会
員
総
会
を
は
じ
め
、大
交
流

会
、
記
念
式
典
、
記
念
講
演
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
、
物
産
展
、
分
科

会
、エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で
、様
々
な
事
業
が
開
催
さ
れ
、

初
め
て
と
な
る
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、本

大
会
に
先
立
ち
、本
年
10
月
に
は
、珠
洲
市
を
主
会
場
に
S
U
Z
U

特
別
分
科
会
と
し
て
、海
外
の
青
年
経
済
人
参
加
の
も
と
、奥
能
登

地
域
の
自
然
景
観
や
育
ま
れ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、芸
術
・
文
化
等

を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
交
流
事
業
が
行
わ
れ
る
。

県
内
初
開
催
と
な
る「
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
43
回
全
国
大
会
」の

事
業
計
画
を
承
認

小松商業高校企業実習 7/25～277/25～27 産業政策委員会 7/257/25

講師の福岡明夫氏説明を受ける委員業務の様子 小松商業高等学校企業実習生

　本
所
で
は
、石
川
県
立
小
松
商
業
高
等
学
校
よ
り
西
田
咲（
ニ
シ
タ

サ
ク
）さ
ん
、藤
田
煌
理（
フ
ジ
タ
キ
ラ
リ
）さ
ん
、吉
岡
姫
星（
ヨ
シ
オ

カ
ヒ
メ
ホ
）さ
ん
の
3
名
の
企
業
実
習
生
を
受
入
れ
た
。実
習
生
は
当

所
職
員
と
共
に
受
付
業
務
や
書
類
整
理
、パ
ソ
コ
ン
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
等
の
業
務
を
行
っ
た
。

　
同
校
の
企
業
実
習
は
、早
期
の
職
業
観
・
勤
労
観
の
醸
成
と
生
徒
の
学
習

意
欲
の
喚
起
を
目
的
と
し
て
お
り
、昭
和
61
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
実
習
生
3
名
は「
3
日
間
の
企
業
実
習
を
通
し
て
普
段
で
は
感
じ
る
こ
と

が
出
来
な
い
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
・
大
変
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
」、「
社
会
人
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
、仕
事
を
す
る
大

変
さ
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
」、「
様
々
な
仕
事
が
あ
り
と

て
も
大
変
で
し
た
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
時
に
は
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
」と
3
日
間
の
実
習
を
振
り
返
っ
た
。

　
期
間
中
、あ
た
た
か
い
お
声
が
け
を
頂
い
た
会
員
の
皆
様
に
は
、お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）で
は

㈱一期
大
福 

代
表
取
締
役
の
福
岡
明
夫
氏
を
講
師
に

招
き
、「
C
h
a
t
G
P
T
の
業
務
活
用
法（
活
用
事

例
な
ど
）〜
自
社
導
入
の
進
め
方
〜
」と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
し
た
。

　
福
岡
氏
は
、C
h
a
t
G
P
T
の
使
い
方
や
経
営
で
の

活
用
事
例
、Ａ
Ｉ
と
の
良
い
会
話
を
行
う
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、石
川
県
が
策
定
し
た

C
h
a
t
G
P
T
を
は
じ
め
と
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
す

る
う
え
で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
紹
介
し
、使
用
上
の
留
意

点
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

　
出
席
し
た
委
員
か
ら
は
、C
h
a
t
G
P
T
を
自
企
業

で
活
用
す
る
た
め
の
質
問
が
あ
っ
た
。

小
松
商
業
高
校
企
業
実
習
受
入
れ

話
題
の
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学
ぶ

　8
月
19
日
、
20
日
に
弁
慶
ス
タ
ジ
ア
ム

と
小
松
工
業
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
6
回

小
松
勧
進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合（
主
催
：

石
川
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
・
小
松
勧
進
帳

カ
ッ
プ
実
行
委
員
会
）を
開
催
し
、
市
内
6

校
と
招
待
校
の
群
馬
県
の
高
崎
健
康
福
祉

大
学
高
崎
高
校（
以
下
、
健
大
高
崎
）が
対

戦
し
た
。

　
本
交
流
試
合
は
小
松
の
高
校
野
球
の
競

技
力
向
上
と
と
も
に
、
野
球
の
普
及
振
興
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
増
加
や

地
域
産
業
の
活
性
化
を
目
的
に
開
催
。

　
今
回
の
交
流
試
合
は
4
年
ぶ
り
の
通
常

開
催
と
な
り
、
健
大
高
崎
に
お
い
て
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
3
年
間
来
市
が
か
な
わ
ず

よ
う
や
く
の
交
流
実
現
と
な
っ
た
。

　
開
会
式
で
は
、
本
所
会
頭
の
西
正
次
実
行

委
員
会
会
長
が「
待
ち
に
待
っ
た
こ
の
交
流

試
合
を
通
じ
て
、
全
力
プ
レ
ー
の
中
で
一
層

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
。」と
あ
い
さ
つ

し
、
越
田
幸
宏
副
市
長
が
激
励
し
た
。

　
１
、
2
年
生
の
新
チ
ー
ム
で
臨
ん
だ
地

元
の
球
児
は
、
競
合
を
相
手
に
白
熱
の
試

合
を
繰
り
広
げ
た
。

　
会
場
に
は
各
高
校
Ｏ
Ｂ
の
方
を
は
じ
め
、

学
童
野
球
の
児
童
、
健
大
高
崎
の
保
護
者

の
ほ
か
、
野
球
フ
ァ
ン
ら
が
観
戦
に
集
ま

り
声
援
や
拍
手
を
お
く
っ
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
西
会
長
が
健
大
高
崎
の

選
手
に
記
念
品
と
し
て
九
谷
焼
の
花
器
と

小
松
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
手
渡
し
、
箱
山
遥

人
主
将
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
地
元
の
優
秀
校
を
た
た
え
る
金
賞
は
小

松
明
峰
高
校
が
初
め
て
獲
得
。
銀
賞
に
は

小
松
高
校
が
輝
き
、
そ
れ
ぞ
れ
九
谷
焼
の

金
杯
、
銀
杯
が
贈
ら
れ
た
。

　
交
流
試
合
の
結
果
は
左
の
と
お
り
。

小
松
市
内
6
校

　
　
　強
豪
健
大
高
崎
高
校
と

〜
第
6
回
小
松
勧
進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合
開
催
〜

8/19(土)

8/20(日)
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会議所の動き 会議所の動き

コミュニケーション力向上セミナー 8/48/4

セミナーの様子 講師の岡田早代子氏

　
本
所
で
は
、業
務
の
質
に
大
き
く
関
わ
る
重
要
な
ス
キ

ル
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
や
ポ
イ
ン
ト
を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。会
員
事
業
所
７
事
業
所
よ
り
８
名

が
参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
オ
フ
ィ
ス
ウ
イ
リ
ン
グ
代
表
の
岡
田
早
代
子
氏
が

務
め
、
社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
や
、
相
手
の
想
い
を
聞
き
出
す
コ
ツ
、
わ
か
り
や
す
い
伝

え
方
、
意
見
を
素
直
に
伝
え
合
え
る
秘
策
な
ど
に
つ
い
て
、
講

義
や
演
習
を
通
じ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、
表
情
や
動
作
、
声
の
ト
ー
ン
な
ど
言
葉
に

頼
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）が
大
事
だ
と
わ
か
っ
た
。
お
客
様
や
上
司
と
の
５
Ｗ
２

Ｈ
を
大
切
に
し
、
人
間
関
係
を
良
く
し
て
い
き
た
い
。
と
の
声

が
あ
っ
た
。

仕
事
が
円
滑
に
進
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
！

商業まちづくり委員会 8/38/3 小松YEG（青年部） 8/28/2

講師の西垣副知事講演の様子
敦賀市の新幹線開業に向けた
取組みについて説明を受ける

敦賀駅西地区ＴＳＵＲＵＧＡ
ＰＯＬＴ ＳＱＵＡＲＥ「ｏｔｔａ」を視察

　
本
所
商
業
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）委
員
13
名

は
、８
月
３
日（
木
）敦
賀
市
役
所
お
よ
び
北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
周
辺

へ
の
視
察
を
実
施
し
た
。

　
敦
賀
市
役
所
で
は
、
来
春
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
〜
敦
賀
間
延
伸
に
向
け

た
敦
賀
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
敦
賀
市
都
市
整
備
部
小
川
部
長
、
観
光
部
織

田
部
長
よ
り
説
明
を
受
け
た
。
敦
賀
市
で
は
平
成
28
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
駅

西
地
区
土
地
活
用
に
か
か
る
官
民
連
携
事
業
や
、
市
役
所
・
事
業
者
・
市
民

が一体
と
な
っ
た
新
幹
線
開
業
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
等
、

駅
利
用
者
の
み
な
ら
ず
市
民
の
利
用
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
目
指
し
て

い
る
。

　
そ
の
後
、
都
市
整
備
部
新
幹
線
課
森
下
課
長
ら
の
案
内
の
も
と
敦
賀
駅

西
地
区
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
Ａ 

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｔ 

Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ「
ｏ
ｔ
ｔａ
」を
視
察
し
、

北
陸
新
幹
線
敦
賀
新
駅
舎
や「ｏ
ｔ
ｔａ
」内
の
知
育
・
啓
発
施
設「
ち
え
な
み

き
」に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。「ｏ
ｔ
ｔａ
」は
市
民
と
来
訪
者
の
交
流
や
賑

わ
い
の
創
出
の
拠
点
と
し
て
、
ホ
テ
ル
、
飲
食
・
物
販
テ
ナ
ン
ト
、
子
育
て

支
援
施
設
、
知
育
・
啓
発
施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。

　
8
月
2
日
、本
所
Y
E
G（
会
長
：
金
子
哲
也
）は
8
月
例
会

を
開
催
し
、西
垣
石
川
県
副
知
事
を
お
招
き
し
て
、「
デ
ジ
タ
ル
時

代
の
価
値
創
造
」と
題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。講
演
に
は

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、女
性
会
、（
公
社
）小
松
青
年
会

議
所
、小
松
市
職
員
、射
水
Y
E
G
の
メ
ン
バ
ー
ら
も
参
加
し
た
。

　
西
垣
副
知
事
は
、
令
和
４
年
に
経
済
産
業
省
か
ら
石
川
県
副
知
事
に

転
身
さ
れ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
中
小
企
業
へ
の
伴
走
支

援
な
ど
、
県
政
に
お
い
て
手
腕
を
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　
講
話
の
中
で
西
垣
副
知
事
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
中
で
変
化
し
て
い

く
価
値
観
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
、
経
営
に
お
い
て
も
現
代
の
価
値
観
に

合
わ
せ
て
顧
客
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
顧

客
の
視
点
に
立
ち
価
値
の
設
計
を
し
て
い
く
デ
ザ
イ
ン
思
考
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
小
松
市
に
し
か
な
い
価
値
を
見
出
し
、
発
信
し

て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
小
松
の
飛
躍
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
説
明

さ
れ
た
。

北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
周
辺
を
視
察

副
知
事
に
お
話
を
聞
き
、こ
れ
か
ら
の
小
松
を
考
え
る

経営計画セミナー・個別相談 8/2・8/228/2・8/22 防衛省近畿中部防衛局への要望 8/28/2

要望書を手交団要望内容について説明個別相談の様子 セミナーで説明する西井氏

　
小
規
模
事
業
者
が
事
業
環
境
に
応
じ
た
経
営
を
行
う
た
め

に
必
要
と
な
る
経
営
計
画
の
作
成
を
支
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

8
月
2
日
に
本
所
に
て
開
催
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
９
月
７
日
締
め
切
り
の「
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
」の
申
請
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、
講
師
に
㈱
迅
技
術

経
営
の
西
井
克
己
氏
を
迎
え
、
創
業
予
定
者
を
含
む
10
名
が
参
加

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
経
営
計
画
の
重
要
性
を
学
び
、
自
社
の
強
み
を
活
か

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
見
直
し
、
経
営
方
針
や
今
後
の
プ
ラ
ン

を
立
て
経
営
計
画
書
を
作
成
し
た
。

　
本
補
助
金
は
、
販
路
開
拓
に
向
け
た
取
組
み
や
新
商
品
の
開
発

な
ど
の
経
費
の一部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
創
業
枠
な
ど
の
特
別
枠

の
申
請
で
は
、
補
助
上
限
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
8
月
22
日

の
個
別
相
談
を
受
け
受
講
生
は
今
後
補
助
金
申
請
に
取
り
組
む
。

本
所
西
正
次
会
頭
は
、
去
る
８
月
２
日
、
佐
々
木
紀
衆
議
院
議
員
同
行

の
も
と
、
小
松
商
工
会
議
所
・（一社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会（
会
長
：
吉

光
岳
文
）・
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部（
本
部
長
：
今
出
真

稔
）・
小
松
管
工
事
協
同
組
合（
理
事
長
：
茗
荷
谷
豊
）の
４
団
体
合
同
で
、

防
衛
省
近
畿
中
部
防
衛
局
に
対
し
、
小
松
基
地
の
強
靭
化
に
伴
う
施
設

工
事
全
般
に
対
す
る
要
望
を
行
っ
た
。

　
４
団
体
を
代
表
し
、
西
会
頭
は
、
防
衛
省
近
畿
中
部
防
衛
局
の
茂
籠
勇
人
局

長
に
対
し
、
総
合
評
価
方
式一般
競
争
入
札
に
お
け
る
地
元
業
者
へ
の
評
価
加
点

や
、
航
空
自
衛
隊
小
松
基
地
の
強
靭
化
に
伴
う
施
設
整
備
工
事
に
か
か
る
地
元

業
者
へ
の
受
注
機
会
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
要
請
し
、
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

　
茂
籠
局
長
は
、「
こ
の
要
望
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
制
度
上
で
き
う
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。」「
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
た
い
。」と
話
さ
れ
、

進
め
ら
れ
て
い
る
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
現
在
、「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」等
に
よ
る
基
地
強
靭
化
に
伴
う
施
設
工
事
等

は
、
こ
れ
ま
で
の
約
２
倍
の
規
模
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

〜
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
申
請
に
向
け
て
〜

小
松
基
地
強
靭
化
に
伴
う

施
設
工
事
受
注
機
会
の
確
保
を
要
望

「第１１回こまつまちゼミ」
が始まります！

「第１１回こまつまちゼミ」
が始まります！

　小松商店会連盟では、「第
11回こまつまちゼミ」を9月
16日（土）～ 10月15日（日）
の期間開催します。
　「まちゼミ」は、お店の人が
講師となって、プロならでは
の「コツ」や「知識」を教えてく
れるおトクで楽しい少人数制のミニ講座です。
全22講座とも事前予約が必要となっており、9月9日
（土）から申込受付を開始します。お申込みの際は講座
内容をご確認の上、各店へ直接お申込みください。

■受付開始　9月9日（土）～
　　　　　　※各店の受付時間内にお願いします。
■参加申込　各店舗に直接お電話し、「まちゼミの申し

込みです！」とお伝えください。
※詳細は左記ＱＲコード、小松商店会連
盟・こまつまちゼミＨＰにてご確認くださ
い。

■小松商店会連盟事務局（小松商工会議所内）
　☎0761-21-3121

2023年7月21日 会議所ニュース（日本商工会議所）（C）日本商工会議所 無断複製転載を禁じます。

日
本
商
工
会
議
所
発
行

　「会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
」に

　
　
　
　
　
　
　掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

 

　
本
所
と
民
間
団
体
な
ど
で
つ
く
る「
小
松
地
域
観
光
誘
客
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
」が
開
催
し
た「
小
松
地
域
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
２
D
A
Y
S

商
談
会
」が
、
日
本
商
工
会
議
所
発
行「
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス（
７
月
21
日

号
）」に
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　「
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
」は
日
本
商
工
会
議
所
が
月
３
回（
原
則
1
日
、

11
日
、
21
日
）発
行
す
る
新
聞
で
、
日
商
や
全
国
各
地
の
商
工
会
議

所
の
政
策
提
言
や
事
業
活
動
を
は
じ
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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会議所の動き 会議所の動き

コミュニケーション力向上セミナー 8/48/4

セミナーの様子 講師の岡田早代子氏

　
本
所
で
は
、業
務
の
質
に
大
き
く
関
わ
る
重
要
な
ス
キ

ル
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
や
ポ
イ
ン
ト
を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。会
員
事
業
所
７
事
業
所
よ
り
８
名

が
参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
オ
フ
ィ
ス
ウ
イ
リ
ン
グ
代
表
の
岡
田
早
代
子
氏
が

務
め
、
社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
や
、
相
手
の
想
い
を
聞
き
出
す
コ
ツ
、
わ
か
り
や
す
い
伝

え
方
、
意
見
を
素
直
に
伝
え
合
え
る
秘
策
な
ど
に
つ
い
て
、
講

義
や
演
習
を
通
じ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、
表
情
や
動
作
、
声
の
ト
ー
ン
な
ど
言
葉
に

頼
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）が
大
事
だ
と
わ
か
っ
た
。
お
客
様
や
上
司
と
の
５
Ｗ
２

Ｈ
を
大
切
に
し
、
人
間
関
係
を
良
く
し
て
い
き
た
い
。
と
の
声

が
あ
っ
た
。

仕
事
が
円
滑
に
進
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
！
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小
規
模
事
業
者
が
事
業
環
境
に
応
じ
た
経
営
を
行
う
た
め

に
必
要
と
な
る
経
営
計
画
の
作
成
を
支
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

8
月
2
日
に
本
所
に
て
開
催
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
９
月
７
日
締
め
切
り
の「
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
」の
申
請
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、
講
師
に
㈱
迅
技
術

経
営
の
西
井
克
己
氏
を
迎
え
、
創
業
予
定
者
を
含
む
10
名
が
参
加

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
経
営
計
画
の
重
要
性
を
学
び
、
自
社
の
強
み
を
活
か

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
見
直
し
、
経
営
方
針
や
今
後
の
プ
ラ
ン

を
立
て
経
営
計
画
書
を
作
成
し
た
。

　
本
補
助
金
は
、
販
路
開
拓
に
向
け
た
取
組
み
や
新
商
品
の
開
発

な
ど
の
経
費
の一部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
創
業
枠
な
ど
の
特
別
枠

の
申
請
で
は
、
補
助
上
限
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
8
月
22
日

の
個
別
相
談
を
受
け
受
講
生
は
今
後
補
助
金
申
請
に
取
り
組
む
。

本
所
西
正
次
会
頭
は
、
去
る
８
月
２
日
、
佐
々
木
紀
衆
議
院
議
員
同
行

の
も
と
、
小
松
商
工
会
議
所
・（一社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会（
会
長
：
吉

光
岳
文
）・
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部（
本
部
長
：
今
出
真

稔
）・
小
松
管
工
事
協
同
組
合（
理
事
長
：
茗
荷
谷
豊
）の
４
団
体
合
同
で
、

防
衛
省
近
畿
中
部
防
衛
局
に
対
し
、
小
松
基
地
の
強
靭
化
に
伴
う
施
設

工
事
全
般
に
対
す
る
要
望
を
行
っ
た
。

　
４
団
体
を
代
表
し
、
西
会
頭
は
、
防
衛
省
近
畿
中
部
防
衛
局
の
茂
籠
勇
人
局

長
に
対
し
、
総
合
評
価
方
式一般
競
争
入
札
に
お
け
る
地
元
業
者
へ
の
評
価
加
点

や
、
航
空
自
衛
隊
小
松
基
地
の
強
靭
化
に
伴
う
施
設
整
備
工
事
に
か
か
る
地
元

業
者
へ
の
受
注
機
会
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
要
請
し
、
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

　
茂
籠
局
長
は
、「
こ
の
要
望
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
制
度
上
で
き
う
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。」「
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
た
い
。」と
話
さ
れ
、

進
め
ら
れ
て
い
る
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
現
在
、「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」等
に
よ
る
基
地
強
靭
化
に
伴
う
施
設
工
事
等

は
、
こ
れ
ま
で
の
約
２
倍
の
規
模
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

〜
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
申
請
に
向
け
て
〜

小
松
基
地
強
靭
化
に
伴
う

施
設
工
事
受
注
機
会
の
確
保
を
要
望

「第１１回こまつまちゼミ」
が始まります！

「第１１回こまつまちゼミ」
が始まります！

　小松商店会連盟では、「第
11回こまつまちゼミ」を9月
16日（土）～ 10月15日（日）
の期間開催します。
　「まちゼミ」は、お店の人が
講師となって、プロならでは
の「コツ」や「知識」を教えてく
れるおトクで楽しい少人数制のミニ講座です。
全22講座とも事前予約が必要となっており、9月9日
（土）から申込受付を開始します。お申込みの際は講座
内容をご確認の上、各店へ直接お申込みください。

■受付開始　9月9日（土）～
　　　　　　※各店の受付時間内にお願いします。
■参加申込　各店舗に直接お電話し、「まちゼミの申し

込みです！」とお伝えください。
※詳細は左記ＱＲコード、小松商店会連
盟・こまつまちゼミＨＰにてご確認くださ
い。

■小松商店会連盟事務局（小松商工会議所内）
　☎0761-21-3121

2023年7月21日 会議所ニュース（日本商工会議所）（C）日本商工会議所 無断複製転載を禁じます。

日
本
商
工
会
議
所
発
行

　「会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
」に

　
　
　
　
　
　
　掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

 

　
本
所
と
民
間
団
体
な
ど
で
つ
く
る「
小
松
地
域
観
光
誘
客
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
」が
開
催
し
た「
小
松
地
域
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
２
D
A
Y
S

商
談
会
」が
、
日
本
商
工
会
議
所
発
行「
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス（
７
月
21
日

号
）」に
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　「
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
」は
日
本
商
工
会
議
所
が
月
３
回（
原
則
1
日
、

11
日
、
21
日
）発
行
す
る
新
聞
で
、
日
商
や
全
国
各
地
の
商
工
会
議

所
の
政
策
提
言
や
事
業
活
動
を
は
じ
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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■事業内容　労働保険・社会保険手続業務全
　　　　　　般、労務相談、セミナー開催、就
　　　　　　業規則作成･改定、ハラスメント
　　　　　　外部相談窓口ほか
■所在地　   〒920-0015
　　　　　　金沢市諸江町上丁１３６番地４１
■定休日　　平日9時～17時
■TEL　　   076-254-1862
■URL　　   https://sr-sho.com/

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
な
ど
、

労
務
研
修
は
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

代表　北川 優希

社会保険労務士
きたがわ事務所「晶」

華
つ
う
し
ん
No.296

女
性
会

会員事業所紹介
　
8
月
2
日（
水
）、
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
開
催
し

た
。本
コ
ン
ク
ー
ル
は
事
業
所
の
玄
関
先
や
店
舗
を
花
と
緑
で
飾
り
、
来

店
し
や
す
い
お
店
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
業
所
を
対
象
と
し

4
月
25
日
〜
6
月
2
日
の
間
、
当
所
女
性
会
主
催
に
て
開
催
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
は
じ
め
に
審
査
員
長
の
嵐
清
美
会
長
、
小
前
田
彰
小
松
商
工
会
議
所
副

会
頭
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
入
賞
事
業
所
の
代
表
者
へ
嵐
会
長
よ

り
表
彰
状
や
記
念
品
等
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
ま
た
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
サ
ロ
ン 

ド 

ジ

ョ
イ
よ
り
受
賞
者
を
代
表
し
て
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。ま
た
、
木
場
潟
フ

ロ
ー
ラ
の
会
会
長
の
合
場
加
代
子
氏
よ
り
審
査
員
講
評
を
い
た
だ
い
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
会
報
8
月
号
も
し
く
は
本
所
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

セミナーの様子 北川優希氏

　
代
表
の
北
川
さ
ん
は
、金
沢
市
内
の
社
会
保

険
労
務
士
法
人
で
代
表
を
務
め
た
後
、令
和
5

年
1
月
に
社
会
保
険
労
務
士
き
た
が
わ
事
務
所

「
晶
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　「
す
べ
て
の
人
が〝
幸
せ
〞を
感
じ
ら
れ
る
社
会

へ
」を
事
務
所
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、働
き
方
や

雇
用
形
態
、人
財
な
ど
様
々
な
多
様
性
が
受
け

入
れ
ら
れ
る
社
会
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
を
専
門
家
と
し
て
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
が
大
切
な
よ
う
に
、他
の
人
も
自

分
が
大
切
。
他
の
人
の
こ
と
も
自
分
の
よ
う
に

大
切
に
で
き
れ
ば
、社
内
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
、

働
き
に
く
さ
を
感
じ
る
程
度
は
低
く
な
る
と
思

い
ま
せ
ん
か
。
事
業
主
様
・
従
業
員
の
皆
さ
ん

や
ご
家
族
、一人
と
漏
れ
る
こ
と
な
く
、全
て
の

人
が〝
幸
せ
〞を
感
じ
ら
れ
る
社
会
へ
、と
い
う

思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
北
川
さ
ん
は
、社
会
保
険
労
務
士
業
務
と
並

行
し
て
、近
年
は
研
修
の
開
催
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
人
財
を
獲
得
す
る
た
め
に
企
業
は

今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
念
頭
に
お
き
、ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
問
題
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
関
連
を
中
心

に
研
修
を
実
施
。
大
学
で
心
理
学
を
学
ん
だ
強

み
を
生
か
し
、求
職
者
が「
こ
の
会
社
に
入
り
た

い
」と
思
え
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
外
部
相
談
窓
口
と

し
て
の
顧
問
契
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
窓
口
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、会
社
担
当
者
の
物
理
的
、精
神
的

負
担
、専
門
知
識
や
技
術
が
必
要
に
な
る
こ
と

の
負
担
か
ら
、「
窓
口
担
当
者
の
相
談
役
」と
し

て
の
契
約
と
、従
業
員
の
皆
さ
ん
が
直
接
相
談

を
し
て
く
る「
外
部
の
相
談
窓
口
」と
し
て
の
契

約
を
設
け
て
い
ま
す
。「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
を

徹
底
し
、職
場
風
土
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
が

企
業
の
優
先
課
題
で
あ
り
、そ
れ
に
い
ち
早
く

気
付
い
た
企
業
に
安
定
経
営
の
道
が
開
か
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、こ
だ
わ
り
を
持
ち
、研
修
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
で
す
。」と
語
る
北
川
さ
ん
。

　
単
な
る
顧
問
社
労
士
で
は
な
く
、顧
問
先
企

業
の一員
と
なっ
た
つ
も
り
で
業
務
に
あ
た
り
、常

に
事
業
者
目
線
に
立
ち
、事
業
者
に
寄
り
添
う

北
川
さ
ん
。
社
内
の
些
細
な
心
配
事
で
も
相
談

す
る
と
、多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
決
に

向
け
、と
こ
と
ん
向
き
合
って
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
士
業
と
事
業
者
は
相
性
あ
り
き
。
長
い
お
付

き
合
い
を
し
た
い
か
ら
こ
そ
、北
川
さ
ん
の
人

と
な
り
を
見
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
是
非
チ
ェッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」表
彰
式

　開
催

嵐会長より表彰状を授与嵐会長より表彰状を授与

相続・贈与・遺言・事業承継

小松店加賀店（JR加賀温泉駅前）

無料相談受付中無料相談受付中

相続贈与あんしんセンター

（平面交差点・川口司法書士事務所）

produced by 谷口勇一税理士・行政書士・FP事務所

〒923-0921 小松市土居原町10-10 TEL（0761）21-8000
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メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
な
ど
、

労
務
研
修
は
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

代表　北川 優希

社会保険労務士
きたがわ事務所「晶」

華
つ
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し
ん
No.296

女
性
会

会員事業所紹介
　
8
月
2
日（
水
）、
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
開
催
し

た
。本
コ
ン
ク
ー
ル
は
事
業
所
の
玄
関
先
や
店
舗
を
花
と
緑
で
飾
り
、
来

店
し
や
す
い
お
店
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
業
所
を
対
象
と
し

4
月
25
日
〜
6
月
2
日
の
間
、
当
所
女
性
会
主
催
に
て
開
催
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
は
じ
め
に
審
査
員
長
の
嵐
清
美
会
長
、
小
前
田
彰
小
松
商
工
会
議
所
副

会
頭
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
入
賞
事
業
所
の
代
表
者
へ
嵐
会
長
よ

り
表
彰
状
や
記
念
品
等
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
ま
た
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
サ
ロ
ン 

ド 

ジ

ョ
イ
よ
り
受
賞
者
を
代
表
し
て
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。ま
た
、
木
場
潟
フ

ロ
ー
ラ
の
会
会
長
の
合
場
加
代
子
氏
よ
り
審
査
員
講
評
を
い
た
だ
い
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
会
報
8
月
号
も
し
く
は
本
所
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

セミナーの様子 北川優希氏

　
代
表
の
北
川
さ
ん
は
、金
沢
市
内
の
社
会
保

険
労
務
士
法
人
で
代
表
を
務
め
た
後
、令
和
5

年
1
月
に
社
会
保
険
労
務
士
き
た
が
わ
事
務
所

「
晶
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　「
す
べ
て
の
人
が〝
幸
せ
〞を
感
じ
ら
れ
る
社
会

へ
」を
事
務
所
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、働
き
方
や

雇
用
形
態
、人
財
な
ど
様
々
な
多
様
性
が
受
け

入
れ
ら
れ
る
社
会
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
を
専
門
家
と
し
て
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
が
大
切
な
よ
う
に
、他
の
人
も
自

分
が
大
切
。
他
の
人
の
こ
と
も
自
分
の
よ
う
に

大
切
に
で
き
れ
ば
、社
内
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
、

働
き
に
く
さ
を
感
じ
る
程
度
は
低
く
な
る
と
思

い
ま
せ
ん
か
。
事
業
主
様
・
従
業
員
の
皆
さ
ん

や
ご
家
族
、一人
と
漏
れ
る
こ
と
な
く
、全
て
の

人
が〝
幸
せ
〞を
感
じ
ら
れ
る
社
会
へ
、と
い
う

思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
北
川
さ
ん
は
、社
会
保
険
労
務
士
業
務
と
並

行
し
て
、近
年
は
研
修
の
開
催
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
人
財
を
獲
得
す
る
た
め
に
企
業
は

今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
念
頭
に
お
き
、ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
問
題
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
関
連
を
中
心

に
研
修
を
実
施
。
大
学
で
心
理
学
を
学
ん
だ
強

み
を
生
か
し
、求
職
者
が「
こ
の
会
社
に
入
り
た

い
」と
思
え
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
外
部
相
談
窓
口
と

し
て
の
顧
問
契
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
窓
口
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、会
社
担
当
者
の
物
理
的
、精
神
的

負
担
、専
門
知
識
や
技
術
が
必
要
に
な
る
こ
と

の
負
担
か
ら
、「
窓
口
担
当
者
の
相
談
役
」と
し

て
の
契
約
と
、従
業
員
の
皆
さ
ん
が
直
接
相
談

を
し
て
く
る「
外
部
の
相
談
窓
口
」と
し
て
の
契

約
を
設
け
て
い
ま
す
。「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
を

徹
底
し
、職
場
風
土
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
が

企
業
の
優
先
課
題
で
あ
り
、そ
れ
に
い
ち
早
く

気
付
い
た
企
業
に
安
定
経
営
の
道
が
開
か
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、こ
だ
わ
り
を
持
ち
、研
修
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
で
す
。」と
語
る
北
川
さ
ん
。

　
単
な
る
顧
問
社
労
士
で
は
な
く
、顧
問
先
企

業
の一員
と
なっ
た
つ
も
り
で
業
務
に
あ
た
り
、常

に
事
業
者
目
線
に
立
ち
、事
業
者
に
寄
り
添
う

北
川
さ
ん
。
社
内
の
些
細
な
心
配
事
で
も
相
談

す
る
と
、多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
決
に

向
け
、と
こ
と
ん
向
き
合
って
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
士
業
と
事
業
者
は
相
性
あ
り
き
。
長
い
お
付

き
合
い
を
し
た
い
か
ら
こ
そ
、北
川
さ
ん
の
人

と
な
り
を
見
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
是
非
チ
ェッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」表
彰
式

　開
催

嵐会長より表彰状を授与嵐会長より表彰状を授与

相続・贈与・遺言・事業承継

小松店加賀店（JR加賀温泉駅前）

無料相談受付中無料相談受付中

相続贈与あんしんセンター

（平面交差点・川口司法書士事務所）

produced by 谷口勇一税理士・行政書士・FP事務所

〒923-0921 小松市土居原町10-10 TEL（0761）21-8000
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金沢高架橋
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大
通
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広岡 北安江町

北安江北

西念南

小松 金沢フォーラス●

アル・プラザ
金沢

●

ＪＲ金沢駅

★

社会保険労務士
きたがわ事務所「晶」
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　商工会議所の検定試験はビジネス実務に直結する知識やスキルを重視し、企業が必要
とする人材の育成を目的に実施しており、企業からの高い評価と信頼を得ています！商
工会議所検定試験でスキルアップしませんか。

　簿記は、企業の経営活動を記録・計算・整理して、経営
成績と財政状態を明らかにする技能です。企業の活動
を適切、かつ正確に情報公開するとともに、経営管理能
力を身につけるために、簿記は必須の知識です。

・申込期間内に小松商工会議所窓口にて受け付けております。（平日9:00～17:00のみ）
・日商簿記検定は申込期間中にインターネットにて申込みが行えます。
　https://www.komatsu-cci.or.jp/　検定試験  

商工会議所検定試験のご案内

日本商工会議所検定試験

日本商工会議所検定（簿記検定・日商珠算検定）

申込方法申込方法

申込方法申込方法 東京商工会議所検定試験情報　https://kentei.tokyo-cci.or.jp
または東京商工会議所検定センター　TEL.050-3150-8559（土日・祝休日・年末年始を除く
10:00～18:00）からお申込みください。

東京商工会議所検定の申込＆詳細

お問合せお問合せ 小松商工会議所　総務・事業課　検定係　☎21-3121

日商簿記検定【1～3級】

IBT（インターネット経由で行う試験）・CBT（テストセンターのPCで行う試験）選択方式
CBT選択の場合、下記の受験料に別途手数料2,200円がかかります。

　そろばんを学習することは、能力開発に役立つ
と言われ、計算力・暗算力はもとより記憶力や集
中力、思考力なども養われ、その効用が見直され
ています。

日商珠算検定【1～6級】

東京商工会議所検定試験

■試 験 日
■申込期間
■受 験 料

試 験 日

受 験 料
 
 

■
■申込期間
■
 
 
 

 

カラーコーディネーター アドバンス・
スタンダード

10月27日（金）～
11月13日（月）

9月22日（金）～
10月  3日（火）

アドバンス:7,700円
スタンダード:5,500円

2級:7,700円
3級:5,500円

2級:7,700円
3級:5,500円

ビジネス実務法務 2･3級 10月27日（金）～
11月13日（月）

9月22日（金）～
10月  3日（火）

福祉住環境
コーディネーター 2･3級 11月17日（金）～

12月  7日（木）
10月13日（金）～
10月24日（火）

環境社会（eco） 11月17日（金）～
12月  7日（木）

10月13日（金）
10月24日（火） 5,500円

ビジネスマネージャー 10月27日（金）～
11月13日（月）

9月22日（金）～
10月  3日（火） 7,700円

検定名 級 試験期間 申込期間 受験料（税込）

11 月 19日（日）
10月 2日（月）～ 10月 20日（金）
１級：7,850 円
２級：4,720 円
３級：2,850 円

10月 22日（日） 
9 月 4日（月）～ 9月 21日（木）
１級：2,340 円
２級：1,730 円
３級：1,530 円
４～６級：1,020 円
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